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3
 
月

町民の動き

人口

男

女

... 3,179人(-1) 

... 1,524人(-2) 

…1,655人(+1) 

世帯数
・・・ 1,093世帯(+1) 

（平成14年2月28日現在）

3
月
2
日
、
肱
川
中
学
校
の

3
年
生

38
人
が
炭
窯
か
ら
の
炭
出
し
を

体
験
し
ま
し
た
。

ク
ヌ
ギ
の
原
木
2
3
0
0
k
g
は
、
肱
川
町
森
林
組
合
か
ら
提
供
を
受
け
、

2
月
18
日
に
火
入
れ
を
し
て
い
た
も
の
で
、
約

4
3
0
k
g
の
良
質
な
肱

川
炭
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
炭
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
の
学
校

行
事
や
園
芸
、
ト
イ
レ
の
脱
臭
や
水
槽
の
浄
化
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
日
の
炭
の
匂
い
と
手
触
り
が

15
歳
の
春

の
良
き
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

っにゃさ
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岩谷公民館 (3月5日） 予子林公民館 (3月4日） 大谷公民館 (2月28日）

2
月

28
日
大
谷
公
民
館
を
最
初
に
、

5
つ
の
公
民
館
に
お
い
て
「
市
町
村
合
併
問
題
」
地
域
懇
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、

1
0
0
人
委
員
会
会
長
（
河
野
美
治
氏
）
並
び
に
町
議
会
議

長
（
渡
邊
弘
務
氏
）
に
も
同
席
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

5
回
の
懇
談
会
で
総
数

2
5
7
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
や
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
参
考
に
、
今
後
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
町
長
あ
い
さ
つ
】

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い

て
、
こ
の
問
題
を
検
討
せ
ず
に

は
お
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、

国

・
県
の
強
力
な
推
進
に
よ
り

近
隣
を
含
め
た
急
激
な
状
況
の

変
化
か
ら
、
「
合
併
」
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

今
、
現
実
を
見
つ
め
、
肱
川

町
に
と
っ
て
よ
り
良
い
方
向
を

見
出
す
た
め
、
み
な
さ
ん
の
意

見
・
要
望
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
。

【
意
見
交
換
】

◎

合
併
の
在
り
方
に
関
す
る

意
見

意
見
…
合
併
を
し
な
い
で
や

っ
て
い
く
方
法
は
な
い
も

の
か
。

応
答
…
こ
の
ま
ま
、
合
併
し

な
い
で
残
る
こ
と
が
難
し

い
問
題
と
し
て
、
厳
し
い

財
政
的
な
事
情
が
あ
る
。

税
等
の
自
主
財
源
が
少
な

い
市
町
村
で
は
、
国
か
ら

の
交
付
税
が
年
々
減
少
す

る
状
況
で
、
住
民
要
望
に

対
応
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
と
な
る
。

意
見
…
国
や
県
の
合
併
推
進

は
、
上
か
ら
の
権
力
行
使

的
な
や
り
方
で
は
な
い
か
。

応
答
…
国
や
県
の
合
併
の
進

め
方
が
良
い
と
は
思
わ
な

い
が
、
こ
れ
は
国
か
ら
の

大
き
な
流
れ
で
あ
り
、
県

も
国
の
方
針
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ

る
と
思
う
。

意
見
…
対
等
合
併
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

応
答
…
対
等
合
併
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

意
見
…
最
初
の
条
件
が
対
等

合
併
で
あ
っ
て
も
、
何
年

か
後
は
、
中
心
部
へ
の
人

口
流
出
が
あ
り
、
実
質
的

に
吸
収
合
併
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

応
答
…
数
十
年
後
、
肱
川
町

の
人
口
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

肱
川
町
の
振
興
を
考
え
、

少
な
く
と
も
、
合
併
に
あ

た
り
対
等
の
条
件
で
合
併

を
し
て
お
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。

意
見
…
対
等
合
併
と
は
何
を

も
っ
て
対
等
な
の
か
。

応
答
…
例
え
ば
、
人
員
に
つ

い
て
も
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
職
員
を
配
置
し

た
り
、
市
町
村
計
画
の
中

で
現
在
肱
川
町
が
進
め
て

「
市
町
村
合
併
問
題
」
地
域
懇
談
会

麟

地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て

の
意
見

意
見
…
合
併
す
る
前
よ
り
も

悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

応
答
…
合
併
後
、

10
年
間
は

「
新
市
町
村
建
設
計
画
」

に
よ
り
町
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
。
合
併
ま

で
の
町
づ
く
り
を
含
め

て
、
肱
川
町
と
し
て
の
施

策
を
ま
と
め
、
こ
の
計
画

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
い
。

意
見
…
肱
川
町
の
各
地
域
に

は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
文
化
や
遺
産
が
多

く
あ
る
。
こ
れ
ら
を
大
切

に
残
し
て
ほ
し
い
。

応
答
…
文
化
・
伝
統
な
ど
の

資
産
に
つ
い
て
も
、
そ
の

振
興
計
画
を
検
討
し
、
大

切
に
保
存
、
継
承
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い
。

意
見
…
合
併
し
て
も
補
助
金

は
減
少
し
、
要
望
に
対
応

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で

は
な
い
か
。

応
答
…
地
方
分
権
の
時
代
と

い
う
こ
と
は
、
地
域
の
自

立
、
自
覚
が
一
層
求
め
ら

◎ 

い
る
事
業
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
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町長あいさつ 中央公民館 (3月8日）

っ苦：」

正山公民館 (3月6日）

◎
 
合
併
特
例
措
置
に
つ
い
て

の
意
見

れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

る
。
補
助
金
が
減
少
す
る

こ
と
は
否
め
な
い
が
、
自

分
た
ち
で
な
ん
と
か
し
よ

う
と
す
る
強
い
地
域
組
織

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

意
見
…
合
併
す
る
に
際
し
て

の
条
件
的
な
も
の
は
、
い

つ
ま
で
も
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

応
答
…
合
併
を
す
る
と
き
の

い
ろ
ん
な
条
件
は
、
時
代

の
流
れ
に
よ
っ
て
変
化
し

て
く
る
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。
合
併
後
の

10
年
間
は

「
新
市
町
村
建
設
計
画
」

に
よ
り
進
ん
で
い
く
が
、

人
口
の
変
化
な
ど
で
、
そ

の
時
々
で
見
直
し
を
さ
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

意
見
…
各
公
民
館
を
利
用
し

た
分
館
単
位
の
強
い
組
織

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

職
員
配
置
で
活
性
化
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

応
答
…
専
属
の
職
員
を
配
置

す
る
と
な
る
と
設
備
の
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
古
く

な
っ
て
い
る
公
民
館
の
整

備
も
併
せ
て
検
討
課
題
と

し
た
い
。

‘、̀

意
見
…
市
に
な
る
人
口
的
要

件
は
ど
う
な
っ
て
い
る

、
。
カ
応
答
…
合
併
特
例
法
の
期
限

で
あ
る
平
成

17
年

3
月
末

ま
で
に
合
併
す
れ
ば
、
人

口

4
万
人
以
上
が
要
件
。

ま
た
、
特
例
法
期
限
の

1

年
前
ま
で
に
合
併
す
れ

ば
、
人
口

3
万
人
以
上
で

も
市
と
な
れ
る
。

意
見
…
合
併
に
よ
り
議
会
議

員
の
数
が
減
少
す
る
こ
と

に
な
り
、
地
域
の
声
が
届

き
に
く
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

応
答
…
現
在
、
大
洲
市
・
喜

多
郡
の
議
会
議
員
の
定
数

は、

90
人
で
あ
る
。
基
本

パ
タ
ー
ン
で
合
併
し
た
と

し
た
場
合
、
地
方
自
治
法

上
の
定
数
は

30
人
と
な

り、

3
分
の
ー
の
数
と
な

る
。
特
例
措
置
と
し
て
、

合
併
後

2
年
間
は
今
の
ま

ま
90
人
の
議
員
数
で
継
続

す
る
か
、
あ
る
い
は
選
挙

に
よ
り

1
任
期

(
4
年
間
）

に
限
り
定
数
の

2
倍
の

60

人
に
よ
る
か
と
な
る
。

意
見
…
地
域
審
議
会
と
は
ど

の
よ
う
な
組
織
か
。

応
答
…
旧
市
町
村
単
位
で
構

成
さ
れ
、
主
に
現
在
の
議

員
や
各
公
民
館
の
長
等
が

委
員
と
な
り
、
市
町
村
建

設
計
画
に
関
し
て
、
地
域

と
し
て
の
意
見
を
述
べ
、

旧
市
町
村
の
意
向
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

意
見
…
地
方
交
付
税
が

10
年

間
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、

10
年
間
は
今
ま
で

ど
お
り
肱
川
町
が
事
業
に

取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と

ヽ
~カ゚

応
答
…
地
方
交
付
税
は
新
し

く
で
き
た
市
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
肱
川
町
の
分

が
そ
の
ま
ま
肱
川
町
に
使

え
る
わ
け
で
は
な
い
。

◎

そ
の
他
の
意
見

意
見
…
対
等
合
併
す
る
と
な

る
と
、
今
の
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
の
負
債
は
ど
う
整

理
す
る
の
か
。

応
答
…
一
般
的
に
負
債
の
問

題
は
、
合
併
前
に
具
体
的

に
ど
う
す
る
か
は
議
論
さ

れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
負

債
の
問
題
を
同
じ
条
件
に

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
合

併
は
進
ま
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
た
め
で
、
法
定

合
併
協
議
会
設
置
後
、
ど

う
す
る
か
は
決
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

意
見
…
内
子
町
は
ま
ず
五
十

崎
町
と
合
併
し
て
か
ら
と

い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
ど
う
な
の
か
。

応
答
…
新
聞
に
も
出
て
い
た

が
、
確
か
に
結
論
と
し
て

は
早
す
ぎ
る
よ
う
な
内
容

で
あ
る
。
今
年
の

6
月
末

に
は
喜
多
郡
の
町
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
と
合
併
を

す
る
の
か
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
内
子
、

五
十
崎
と
も
住
民
の
意
向

を
踏
ま
え
た
う
え
で
結
論

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

意
見
…
合
併
問
題
は
、
国
の

財
政
危
機
が
直
接
の
発
端

で
あ
る
。
国
の
財
政
改
革

が
進
ま
な
い
中
、
い
ず
れ

第
2
第

3
の
合
併
が
起
き

る
と
思
う
。

意
見
…
肱
川
の
流
れ
か
ら
考

え
て
、
流
域
は

1
つ
に
な

る
の
が
良
い
と
思
う
。

意
見
…
い
ろ
ん
な
枠
組
み
を

検
討
し
て
、
よ
り
良
い
肱

川
町
を
考
え
て
ほ
し
い
。

3
4
|
2
4
5
4
 

今
後
と
も
ご
意
見
等
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

創
造
課市
町
村
合
併
検
討
委
員
会
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3月24日（日）

「
~

昭
和
5
1
年
に
陽
の
目
を
見

な
が
ら
、
保
管
さ
れ
て
い
た

1
枚
の
版
木
が
、
平
成
1
0
年

8
月
、
歌
麿
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
千
華
市
美
術
館
浅

野
秀
剛
学
芸
係
長
の
鑑
定
に

よ
り
、
歌
麿
絶
頂
期
の
「
狐

釣
之
図
」
三
枚
続
き
錦
絵
の

右
の
版
木
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

同
時
期
に
も
う
一
枚
版
木

が
あ
る
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
左
側
の
版
木
で
あ
る
こ

と
が
判
明
、
平
成
1
1
年
中
央

の
絵
を
所
有
す
る
エ
ル
ヴ
ィ

エ
ム
美
術
誼
の
協
力
を
得
て

「
狐
釣
之
図
」
を
復
刻
、
復

刻
展
を
開
催
し
、
今
回
の
歌

麿
館
の
建
設
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
歌
麿
館
の
完
成
を
機

に
、
常
時
版
画
を
鑑
賞
で
き
、

歌
麿
の
調
査
研
究
、
観
光
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
浮
世
絵
に

親
し
め
る
施
設
と
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
に
歌

麿
館
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
頂

く
た
め
に
内
部
を
紹
介
し
ま

す。
ま
た
、

3
月
24
日
（
日
）

か
ら

5
月
13
日
（
月
）
に
は

「歌
麿
館
開
館
特
別
展
」
を

肇・
と合

耕書堂店先

開
催
し
ま
す
の
で
、
歌
麿
の

作
品
を
じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

歌
麿
館
は
、
常
設
展
示
室

と
企
画
展
示
室
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

；ま
ず
、
常
設
展
示
室
で
は
、

肱
川
町
で
発
見
さ
れ
た
版
木

と
、
摺
り
の
道
具
、
復
刻
し

た
「
狐
釣
之
図
」
を
展
示
す

る
と
共
に
、
当
時
の
「
出
版

社
」
の
店
先
の
姿
を
復
元
し

て
い
ま
す
。

高
島
お
ひ
さ

等
身
大
の
立
版
子

ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
パ

ネ
ル
で
、
①
浮
世
絵
と
は
、

②
彫
り
と
摺
り
の
技
、

③
歌

麿
と
そ
の
時
代
、
④
海
外
へ

渡
っ
た
浮
世
絵
、
⑤
情
報
と

し
て
の
浮
世
絵
、
⑥
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

次
に
、
企
画
展
示
室
で
は
、

喜
多
川
歌
麿
の
作
品
「
難
波

屋
お
き
た
」

「青
楼
十
二
時

続

未

刻

」
「
二
美
人
腕
相

撲
」
な
ど
2
5
点
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
作

品
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ど
う
ぞ
ご
来
館
下
さ
い
。

住
の
江
古
歌

寛
政

9
年
頃
（
狐
釣
之
図
も
こ
の
時

期
1
7
9
6
年
ま
た
は

1
7
9
7
年）

1h 

1
.、
g
r
;吠

婦
人
手
業
十
ニ
エ
髪
結

寛
政
後
期

ボ
み
o
#
9
杉
'
5-，-

「

青

楼

十

二

時

続

未

刻
」

未
刻
は
午
後

2
時
頃
顔
見
世
前
の

遊
女
の
部
屋
寛
政

6
年
頃

を
[[翡

1:；こ
n.“

.

ャ
’•

t
-

、
-
l
-
-
t
E
9
1

難
波
屋
お
き
た

浅
草
水
茶
屋
難
波
屋
の
評
判
娘
で
、

寛
政

5
年
当
時
お
オ
で
あ
っ
た
。

喜？で↓
さ

ら

r
 

舟
魯
ギ
ー
G

⑲
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2
月
11
日
、
肱
川
町
消
防

出
初
式
が
今
年
は
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
団
長
以

下`
1
4
6
人
が
出
動
し
ま
し

た
。
時
折
、
小
雪
が
舞
い
、

強
風
が
吹
く
中
、
服
装
点
検
、

機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
、

続
く
訓
練
披
露
で
は
、
ポ
ン

プ
操
法
、
は
し
ご
操
法
、
小

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
 ．．
 
，
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
，
 ．．．．．．．
．．．．．．．．．．．． 
，
 ．．
 
，
 ．．．．
．．．．
．．．．．
．．
．．．．．．．．．．
．．
．．．．
．．．．． 
こ
す

i

気
づ
、
、
う
よ
一
人
ア
ア
さ
る
火
の
用
心

ら
で
ご
ン

（肱
川
中
2

年
丸
山
裕
介

）
~

＿

一
考
え

7
！

つ

け

7
い
い
火
か
患
い
火
か

一
心

一
~

ジ
~

-
~

（肱
川
中
1

年
浅
井
萌

）
「メらJ
 
冨

竺

火

の

始

ネ

い

ご

ず

も

忘

れ

ず

最

後

ま

T

.

（
大
谷
小

5
年

中

塚

美

咲

）
；
れ

メ

~
火

[

店

芸

ね

だ

け

ド

し

っ

か

り

火

の

お

世

詮

五

;り

防

一

（
肱
川
中

3
年

上

田

美

香

）

ぷ

広履

一
~

~
こ

；
一
検
に
占
五
検
を
重
ね

7

火
災
ゼ
ロ

．
し
.
+6 

＂

（
中
野
）
6

年
中
野
貴
由
希
）

~●

,

9
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..•..•..•.

..

................. 

，
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,
 ．．．．．．．
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平慮14隼

瀾蘭出欄

隊
訓
練
が
機
敏
な
動
作
で
行

わ
れ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、

33
人
の
団
員

に
長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動

へ
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
火
災
に
お
い
て

初
期
消
火
に
努
め
ら
れ
た
共

栄
の
沖
野
嘉
忠
さ
ん
と
帽
子

幸
隆
さ
ん
に
は
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
高
砂
河
原
で
全

分
団
と
川
上
支
署
の
ポ
ン
プ

11
台
に
よ
る

6
色
の
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
出
初
式
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

勤
続
章
今

岡

義

博（第

1
分
団

本

芳

典

（第

1
分
団

根

靖（第

1
分
団

氣

敏（第

2
分
団

田

靖（第
3
分
団

田

秀

夫

（第
4
分
団

田

光

英

（第

4
分
団

田

等（第
4
分
団

川

清

生

（第

5
分
団

0
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長

表
彰

(10
名）

勤
続
章
高

田

英

夫
（第
3
分
団

市 西 森 上 岩 和 苗
日 松

団

員）

班
長
）

団
員
）

団
員
）

班
長
）

団
員
）

団
員
）

班
長
）

班
長
）

部
長
）

0
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(10
名

功
績
章
白

岩

千

明
（第

1
分
団

分
団
長
）

0
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
寺

尾

秋

広
（第
2
分
団
分
団
長
）

武

雄

0
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
冨

永

（
副
団
長
）

〇
肱
川
町
長
表
彰

(11
名）

福

嶋

真

喜

男

（第
4
分
団

氣

紳

悟

（第

1
分
団

本

幸

広

（第

2
分
団

岡

広

志

（第
3
分
団

浦

秀

典

（第
3
分
団

塚

正

樹

（第

3
分
団

葉

真

一

（第

4
分
団

甲

秀

樹

（第

4
分
団

田

勉（第
5
分
団

松 上 智 大 岩 西 和

岡

清

茂

（第
1
分
団

下

明（第

1
分
団

橋

弘

志

（第
2
分
団

田

満

弘

（第
3
分
団

川

勝

行

（第

3
分
団

原

由

行

（第

4
分
団

園

南

寺

ひ

ろ

し

（
第
4
分
団

山

康

則

（第
4
分
団

岡

和

光

（第

5
分
団

森 小 藤 丸 平 高 松 萬

団 団 団 団 団 団 団 団 団

員） 員） 員） 員） 員） 員） 員） 員） 員）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

—:; ご一
- 9 - ＞ 

はしご操法

〇
肱
川
町
長
感
謝
状

沖

野

嘉

忠

帽

子

幸

隆

清 井

上

慎

也

（第

5
分
団

水

修（第
5
分
団

（共（共

小隊訓練
氾氾
木木
‘̀―/'‘-

団
員
）

団
員
）
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ります！
学校週5日制ー・

いよいよ今年4月から、毎週土曜日を休みとする 「完全

学校週5日制」が全国すべての学校で始まります。子ども

たちの学校外での時間が増え、家庭や地域での教育の機会

がこれまで以上に重要になります。学校の授業も、ゆとり

の中で、子どもたち一人一人の 「生きる力」を育てるため

に、教育の内容が変わります。
土曜半ドンの道草も楽しかったけど

完
全
学
校
週

5
日
制
で
、

毎
週
土
曜
日
が
休
日
に
！
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で

し
ょ
う
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、

休
み
の
日
は
、
家
庭
や
地
域

で
学
校
の
授
業
と
は
全
然
違

う
こ
と
を
体
験
し
た
り
、
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
思
い
切

り
し
た
り
す
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
。
隔
週
土
曜
日
休
み
の

現
在
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
子

ど
も
た
ち
が
、
土
曜
日
の
休

み
を
有
意
義
で
楽
し
い
と
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「休
日
が
増
え
た
ら
勉
強

の
時
間
が
減
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
が
落
ち
て
し
ま

う
の
で
は
」
と
心
配
す
る
大

人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
の
時
間
は
年

中
無
休
で
す
。
学
校
で
の
授

業
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
で
過
ご
す
時
間
も
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
こ
で
の
活
動
や

•••••••••••• ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

体
験
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
で

す
。子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
科
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
生
活
の
中
で
必
要
な
ル

ー
ル
や
思
い
や
り
、
や
さ
し

さ
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の

も
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ら
は
、
学
校
だ
け

で
な
く
、
家
庭
や
地
域
社
会

な
ど
生
活
全
体
で
学
ぶ
も
の

で
す
。
ま
た
、
道
徳
観
や
正

義
感
な
ど
は
家
庭
や
地
域
社

会
で
の
活
動
や
体
験
が
豊
か

で
あ
る
ほ
ど
し
っ
か
り
と
身

に
つ
い
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週

5
日
制
は
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
体
験

に
よ
っ
て
豊
か
な
心
を
育
め

る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど

の
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地

c
 

•• 
な
ぜ
、
f
ど
も
た
ち
の

一●子どもが自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し、行動し、よリよく周題を解決するカ

●自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や

感動する心など豊かな人間性とたくましく生きるため

の健康と体力

域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
、

、一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
5
日
制
に
な
る
の
？
・

「生
き
る
力
」
を
育
て
る
た
め
に

．
 

••••••••••• 
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~ ? 学校の援業はどう変わるの？ ； ． ．  
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

読む・書く・計算な

ど、日常生活に必要な

基礎的・基本的内容を

繰リ返して学習させ、

習熟させます。

教科はこれまでの9

敦科、道徳、特別活動

に、「総合的な学習の時

間」が新設。

例えば中学校では…
小学校敦育の基礎の
うえに、社会生活に必

要な基礎的・基本的な
内容を確実に習得させ
るとともに、選択学習

の幅を拡大し、個性を
伸ばします。

必修敦科に外国語を
追加。敦科は、これま

での必修教科、選択教
科、道徳、特別活動に

「総合的な学習の特周」
が加わリます。

（資料提供＝文部科学省）

［新入悶苔'4年麿 32名：
乎成14年4月に町内の小学校へ入学する児童は、平成7年4月2日
から平成8年4月1日までに生まれた人です。該当児童の家庭には、
就学通知をお送りします。また、該当児童名簿に掲載されていな
い方は、町教育委員会学校教育課まで、お知らせください。就学

する児童は、次のとおりです。 (1月31日現在、住民基本台帳から）

小学校新入学児童名簿（平成14年度）

Q
 

r- ー ・・て

I 学校名
ー・ • 一・・

部落名
・・・・--

氏名
• —- - - * - - - -•—• - --- - - --

学校名 部落名 氏名 ' 
中野小学校

(13名）

大谷小学校

(4名）

生

山

山

和

野

野

野

川

川

川

川

越

尾

常

保

保

平

の

野

野

野

野

野

鹿

鹿

鹿

鹿

森

森

汗

上

上

大

中

中

中

下

下

上

上

見

月

広

久

久

大

土
一
大
一
沖
一
上
一
内
一
冨
一
安
一
岩
一
福
一
櫻
一
松
一
城
一
山
一
丸
一
中
一
浜
一
丸

居
一
野
一
野
一
野
一
田
一
永
一
川
一
田
一
田
一
田
一
本
一
戸
一
内
一
川
一
塚
一
田
一
川

美

春

美

颯

也

美

緒

永

太

太

希

太

咲

莉

波

人

太

雪

都

舞

千

歩

椋

菜

美

愛

朗

裕

悠

竜

美

由

美

拓

勝

正山小学校

(9名）

予子林小学校

(6名）

尾

尾

尾

尾

槌

槌

槌

城

谷

谷

谷

谷

野

野

野

野

居

一

柳

一

柳

生

生

生

町

道

道

道

道

山

山

山

嘉

中

瓜

瓜

瓜

田

田

田

本

原

井

岡

田

内

下

瀬

保

稲
一
大
一
久
一
堀
一
池
上
久
山
藤
三
森
濱
堀
山
三

田
一
野
一
保

菜
一
耕
一
文

秋
一
寛

正
一
愛
一
錬

風
一
花
一
雅
一
美

摘
一
平
一
弥
一
碧
一
穂
一
人
一
渚
一
基
一
理
一
人
一
梓
一
希
―
織
一
貴
一
咲|,--- -- --- -

計 32 名 I
71広報ひじかわ 228号



こ
ん
に
ち
は
。
あ
や

で
す
。
毎
日
大
洲
の
保
育
所

に
行
っ
て
ま
す
。
歌
と

ー

ダ
ン
ス
が
大
好
き
で

す
。
ち
ょ
っ
と
人
見
知

．
 
．
 
．
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リ
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す
る
け
れ
ど
、
ヨ
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さ
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．
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日
登
美
さ
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．．．
 
．
 
．
 
．
 
．
 ゚

... `

 ．．．
 

“
 

••• 
e: 

••••••• 

；
 
•• 

か
た
や
ま

片
山

あ
や綾
ち
ゃ
ん

（大
和
）

平
成
11
年

8
月
22
日
生

母父

“-

... 
•••• 

9.,
．．． 
．．
 
ぃ．ヽ・・・
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“
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．
 

せ

っ

か

ナ

ん

や

石
家
健
哉
ち
ゃ
ん

．

．
 
．
 ．

．
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ぼ
く
は
「
け
ん
や
」
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で
す
。
二
人
き
ょ
う
だ

い
の
、
弟
で
す
。

[

ぼ
く
は
、
い
つ
も
マ
i

．
 

イ
。ヘ

ー
ス
で
す
が
、
お

・

や
つ
の
と
き
は
早
く
食

i‘,. 

べ
て
、
わ
け
て
も
ら
っ

i

．
 

て
い
ま
す
。
ぽ
っ
ぽ
園

3

で
、
元
気
に
あ
そ
ん
で

~．
 
．
 

い
ま
す
。

．
 

わが家のアイド9し

町
で
は
痴
呆
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は

2
月
20
日

宇

和

町

松
多
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
松

多
克
紀
先
生
を
迎
え
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
の

要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

1
老
年
期
の
心
理

①
目
標
を
見
失
う
（
定
年
）

②
変
化
に
弱
く
な
る

③
知
人
の
死
（
気
弱
に
な
る
）

④
性
格
が
強
く
な
る

（頑
固

な
人
は
よ
リ
頑
固
に
な

る）
2
対
応
方
法

①
本
人
が
自
覚
し
て
お
く
こ

と
。
周
リ
の
人
が
認
め
て

あ
げ
る
。

②
本
人
の
意
欲
を
高
め
る
。

人
生
の
継
続
に
つ
い
て
尊

重
す
る
。
で
き
る
こ
と
は

続
け
て
も
ら
う
。
老
人
だ

か
ら
と
言
っ
て
物
事
を
決

定
す
る
こ
と
を
奪
わ
ず
自

分
で
決
め
さ
せ
る
。

3
も
の
忘
れ
と
痴
呆
の
違
い

0
も
の
忘
れ
は
、
体
験
の
一

部
を
忘
れ
、
本
人
は
忘
れ

た
自
覚
が
あ
リ
生
活
に
は

支
障
が
な
い
。

〇
痴
呆
は
、
体
験
の
全
郁
を

心
の
健
康

忘
れ
、
本
人
に
自
覚
が
な

い
。
妄
想
・
徘
徊
と
い
っ

た
周
題
行
動
を
お
こ
し
、

家
族
や
周
囲
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

痴
呆
の
方
で
割
と
プ
ラ
イ

ド
の
高
い
方
は
前
も
っ
て

予
防
線
を
張
リ
医
者
で
も

正
確
な
診
断
が
出
せ
な
い

場
合
も
克
る
。

も
の
忘
れ
か
痴
呆
か
悩
ま

な
い
で
専
門
病
院
を
受
診

し
診
断
を
受
け
る
こ
と
も

大
切
。
誰
も
が

20
歳
を
過

ぎ
る
と
脳
細
胞
は
壊
れ
て

い
く
の
で
、
も
の
忘
れ
は

病
気
で
は
な
い
。
痴
呆
は

生
活
に
支
障
を
き
た
す
病

気
で
あ
る
。

4
痴
呆
の
種
類
と
予
防

大
き
く
分
け
る
と

2
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

①
ア
ル
ッ
ハ
イ
マ
ー
型
は
原

因
不
甲
の
も
の
で
現
在
治

療
は
困
難

②
脳
血
管
性
は
、
脳
卒
中
が

原
因
で
、
治
療
は
早
期
発

見
早
期
治
療
が
大
切
で
あ

る
。
特
に
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
の
方
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

予
防
に
は
、
心
地
よ
い
刺

激
が
必
要
。
白
内
障
や
耳

が
遠
く
な
る
と
刺
激
が
低

下
す
る
の
で
治
療
が
必

要
。
老
人
に
な
っ
て
も
で

痴呆に関する

ご相談・ご質問は

保健センターへ

合34-2340

5
う
つ
病
と
痴
呆

痴
呆
と
見
分
け
が
難
し
い

病
気
と
し
て
、
う
つ
病
が
あ

る
。
う
つ
病
は
几
帳
面
で
責

任
感
の
強
い
方
が
な
リ
や
す

く
、
最
悪
の
場
合
自
殺
す
る

場
合
が
あ
る
。
本
人
に
う
つ

病
だ
と
告
げ
、
薬
を
出
し
、

ゆ
っ
く
リ
休
養
す
る
こ
と
を

勧
め
治
療
す
れ
ば
治
る
と
言

う。6
痴
呆
の
治
療

①
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

②
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
続

け
さ
せ
る
こ
と

③
で
き
な
い
こ
と
は
無
理
に

さ
せ
な
い
こ
と

④
家
族
の
言
う
こ
と
は
間
か

な
く
な
る
が
、
よ
い
点
ば

か
リ
知
っ
て
い
る
友
人
の

こ
と
は
受
け
容
れ
る
。
よ

い
友
人
を
も
つ
こ
と
が
大

切。 き
る
趣
味
を
持
つ
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

2002.3 Is 



3
月
1
日
、
大
洲
高
校
肱

川
分
校
で
卒
業
証
書
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

51回
と
な
る
今
年
の
卒

業
生
は
1
2
人
で
、
社
会
人
と

な
る
者
、
専
門
学
校
へ
進
む

者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
、
新
天
地

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
道
ま
で
の
急
な
坂
道

後
ろ
姿
が
小
さ
く
な
る

や
さ
し
い
言
葉
捜
せ
な
い
ま
ま

冷
え
た
そ
の
手
を
振
リ
続
け
た

い
つ
か
は
皆
旅
立
つ

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
い
て
ゆ
く

あ
な
た
の
夢
を

あ
き
ら
め
な
い
で

負
け
な
い
よ
う
に

悔
や
ま
ぬ
よ
う
に

あ
な
た
ら
し
く
輝
い
て
ね

（岡
村
孝
子
「
夢
を
あ
き
ら
め
な

い
で
」
を

一
咄
変
更
）

蛍
雪
の
功

今

な

-
＊
洲
古
回
校
肱
川
分
校
卒
業
式

咬
濾
寅
高
〖(
(

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に

つ
れ
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山

菜
採
リ
な
ど
に
よ
る
入
山
者

が
多
く
な
る
季
節
に
な
リ
ま

し
た
。
こ
の
特
期
は
、
空
気
が
乾

燦
し
風
の
強
い
日
が
多
く、

一
年
の
う
ち
で
山
林
火
災
が

最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の

が
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や

集
め
焼
き
な
ど
の
不
始
末
に

ょ
っ
て
起
こ
る
山
林
火
災
で

す
。
山
林
で
火
を
取
扱
う
場

合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

0

山
林
で
の
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

〇

集
め
焼
き
を
す
る
場
合

に
は
一
度
に
た
く
さ
ん
燃

や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

喜〗:臼
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ょ
う
。

〇

集
め
焼
き
や
た
き
火
を

す
る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ッ

や
消
火
委
な
ど
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇

集
め
焼
き
や
た
き
火
を

す
る
と
き
は
監
視
人
を
置

き
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

0

気
象
状
況
に
注
意
し
、

風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
と
き
に
は
、

集
め
焼
き
な
ど
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

統
＿
標
語
「
火
を
消
し
て
森
を
消
さ
な
い

心
が
け
」

山
林
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

川上支署



短期入所サービスが
利用しやすくなりました！

短期入所サービスは、これまで1カ月の在
宅サービスの支給限度額とは別に、 6カ月ご
とに利用できる日数の上限が決められていま

した。

平成14年1月からは、 6カ月ごとの上限が
なくなり支給限度額の範囲内で、毎月利用

できるようになリました。

連続して利用できるのは、 30日までです。

短期入所サービスが利用できる日数

要支援 7日 6日

要介護 1 14日 16日

要介護 2 14日 18日

要介護 3 21日 24日

要介護4 21日 27日

要介護 5 42日 30日

お問い合わせ かわかみ荘 ff34-2655

精神障書者在宅福祉サービスを
市町村が実施

平成14年4月1日から、精神障害者のホームヘル
プサービス及びショートステイの制度が新たに開

始されるとともに、これまで保健所が行っていた

在宅福祉サービスを市町村が窓口となり実施する

ことになりました。

1 実施するサービス

(1)ホームヘルプサービス及びショートステイの利用

(2)精神障害者保健福祉手帳の申請の受付及び交付等

(3)通院医療費公費負担の申請の受付及び患者票の交

付等

(4) グループホーム、社会復帰施設、社会適応訓練事

業等各種福祉サービスの利用相談

2 費用負担等

(1)ホームヘルブサービスの利用に当たっては、所得

に応じて費用を負担していただく場合があります。

(2) ショートステイ施設は、県下で新居浜市（国領荘）

及び今治市（しまなみ、平成14年4月1日開設予定）
の2か所にあり、費用負担が必要です。

(3)上記1の(2),....,(4)のサービスは、保健所から市町

村へ移ったものです。

なお、保健医療に関する相談は、これまでどおり

保健所で実施しています。

【お問い合わせ】

健康課（保健センター内） 乞 34-2340

育児・介護休業法が
変わりました！

仕事と育児、仕事と介護の両立をよリー

層支援する目的で詐年11月に育児・介護休
業法が改正され、本年4月1日から全面施行
されます。

◇主な改正点は5つr・-・-・-・-・-．―・ー・―.＿. _．_. _．＿．＿.―. ＿. ＿．＿．_．, 
①育児休業や介護休業の申出や取得を理由と

した不利益取扱いの禁止

②育児や介護を行う労働者の時間外労働の制限

③勤務時間の短縮等の措置対象の子の年齢を

1歳から3歳に引上げ

‘④子の看護休暇措置の新設

⑤育児や介護を行う労慟者の配転配慮措置の

L 新設
・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・ 
お問い合わせ 愛媛労働局雇用均等室

ff089-935-5222 

1 西予地区イベント情親(4月） I

/―--し~ 真穴の座敷雛
八幡浜市 0 と き 4月2日（火）～3日（水）

ヽ—『ノ
0 ところ 真穴地区

/ - ヽ 竜沢寺花祭り

城川町 0 と き 4月8日（月）

-̀
.,. 0 ところ 竜沢寺

沖浦観音まつリ.------ヽ

長浜町
0 と き 4月1ワ日 （水）
0 ところ 瑞龍寺

‘ヽ-—----、ヽ つつじまつり

大洲市
0 と き 4月25日（木）

~5月15日 （水）
ノ

｀ 
..., —- 9• 

ク

0 ところ 冨士山

,...---~、
れんけ祭り

宇和町 0 と き 4月29日（月）
ヽ 0 ところ JR石城駅周辺

｀` 

// 

/-、~
藤まつり

五十崎町 0 と き 4月29日 （月）

ヽ 0 ところ 竜王公園
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行事日程表

3月24日（日） 歌麿館開館式典・しゃくなげまつり開幕式 0神事11 00 

場所／肱川町郷土文化センター

（風の博物館歌麿館）

4月13・14・ 手作りこんにゃく実演販売 〇実演販売

20 • 21 • 場所／丈山公園しゃくなげ谷入口 10 00~ 

27 • 28日 15 00 

4月17日（水）鹿野川しゃくなげゲートボール 〇受付

大会 8 00,,....___, 

場所／肱川町郷土文化センター （風 8 30 

の博物館）横の風のリ広場 0開会 8 40 

4月21日（日）肱川町俳句大会 〇受付

場所／肱川町郷土文化センター 9 30~ 

（風の博物館） 0俳句会

12 30~ 

お茶会 〇受付

場所／肱川町郷土文化センター 9 30~ 

（風の博物館）

鹿野川しゃくなげまつりバザー 0バザー

場所／丸山公園しゃくなげ谷入D 10 00--------

15 00 

4月20~21日 肱川えびね会展示即売会 〇即売会

27~29日 場所／丸山公園しゃくなげ谷入口 10 00-------

16 00 

肱
川
町
の
春
の
風
物
詩

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
が

‘‘,＇/ 

3
月

24
日
（
か
ら
開
幕
し
ま
す
／
．

丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
で
は
、

4
月
か
ら

5

月
に
か
け
て
桜
や
ヤ
マ
ブ
キ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ツ

ッ
ジ
な
ど
が
次
々
と
開
花
し
、
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
こ
の
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
表
を
参
考
に
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

産業課 乞34-2311

1-羹謬茫きぬ翠9ラ言参啜畜婦巌鰭） 募集
カヌーに乗って清流肱川42.195kmを川下リし、カヌー
の楽しさや完漕の喜び、自然の雄大さや優しさ ・厳しさ

などを体験するツーリングです。

期 日 平成14年5月3日（金）～5日（日）〔2泊3日〕
場 所 国立大洲札青年の家及び肱川流域

参加費 ワ，500円 （食費・保険代等）
申込締切 平成14年4月15日（月）必着
申込•お問い合わせ

〒ワ95-0001 大洲札市北只1086
大洲青年の家 「肱）1|カヌーツーリング」 係

丁Eし 0893(24)5175
FAX 0893(24)2909 
URL http:/ /www.netwave.or.jp/―onyc/ 
E-mail takemura@seinen.go.jp 

労働保険（労災保険・雇用

保険）の年度更新手続きは

お済みですか？

平成14年度の年度更新手続は、
4月1日から5月20日までです。
労働保険料の申告・納付手続

はお早めに。

お問い合わせ

愛媛労働局労働保険徴収室

（合089-935-5200) 

または

最寄りの労働基準監督署

1 春の全国交通安全運動
(4月6日～4月15日）

11 I広報ひじかわ 228号



就
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど

で
引
っ
越
す
と
き
の
主
な
届

け
出
は
次
の
と
お
り
。

異
動
が
決
ま
っ
た
ら
、
手

続
き
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

0
住
民
登
録

窓
口
課
で
転
出
証
明
（
無

料
）
を
受
け
取
り
、

1
4
日
以

内
に
新
住
所
地
の
市
町
村
役

場
で
転
入
の
届
出
（
認
め
印

が
必
要
）

。

〇
印
鑑
登
録

印
鑑
登
録
証
を
窓
口
課
に

返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に

申
請
。

0
国
民
健
康
保
険
証
・
老
人

医
療
の
受
給
資
格
者
証

保
険
証
等
を
窓
口
課
に
返

し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
認

め
印
が
必
要
）

。

窓
口
課

6
⑭
2
3
1
1

叫

―
健
康
課

0
⑭
2
3
4
0
―

〇
医
療
費
な
ど
の
受
給
資
格

者
証
母
子
家
庭
・
乳
幼
児
・
重

度
心
身
障
害
者
の
受
給
者

証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
へ
返
し
、
新
住
所
地
で

新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ゚し〇
児
童
手
当

健
康
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
認
め
印
が
必

要）

。
窓
口
課
で
発
行
す
る

所
得
証
明
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

〇
身
体
障
害
者
手
帳

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

0
国
民
年
金

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
転
学
証
明

窓
口
課
で
転
出
・
転
入
の

住
民
登
録
を
行
っ
た
あ
と
、

学
校
教
育
課
（
肱
川
町
公
民

館

3
階
の
教
育
委
員
会
内
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
外
の
小
・
中
学
校
へ
転

出
す
る
場
合
は
、
在
学
中
の

学
校
で
在
学
証
明
書
な
ど
の

書
類
を
受
け
取
り
、
転
出
先

の
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

4ヽ

0

し
基
盤
課

6
⑭
2
3
1
1

0
水
道
転
出

・
転
入
ど
ち
ら
の
場

合
で
も
、
事
前
に
基
盤
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
6
⑭
3
4
2
4
 

ス
テ
ラ
は
会
計
室
前
の
棚
に

立
て
て
あ
り
ま
す
。

週刊ステラをご利用ください！

NHKサービスセンター発行の吾組情報
詰「週刊ステラ」を多くの方に利活用して

もらいたいと 、NHK松山放送局から毎週、
肱川町に贈呈して頂いています。

紙面では、朝の連続テレビ小説や大河ド

ラマの特集・次週のあらすじなどの他、興

味深い内容が満載です。来庁された時はぜ

ひ手に取ってご覧ください。

拿和象参忌庭娠泣）エッセイ募集
ポストきご歩Iプ1さ2分走れ1さ春

手祇・ハガキ・切手・郵便さんなどにま

つわる日々の情景を「ポストのある風景」

と題してエッセイを墓集しています。

〇応募規定

1200字から1500字にまとめてください。
1人2編まで応募できます （末発表のもの）。
〇賞 最優秀賞 1点 10万円及び町特産品

肱川町長賞 1点 5万円及び町特産品
佳 作 10点 1万円及び町特産品

0応募締切 平成14年4月5日（金）
〇応募先•お問い合わせ
「ポストのある風景」エッセイ

コンテスト実行委負会 ←＄ 

〒ワ9ワー1599 肱川町山鳥坂80-2
肱川郵便局内
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組
合
長
あ
い
さ
つ

感
謝
状
贈
呈

去
る

2
月
22
日
、
肱
川
町

公
民
館
に
お
い
て
、
第

51
回

森
林
組
合
通
常
総
代
会
が
開

催
さ
れ
た
。
総
代
会
に
は
、

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

池
田
暢
林
業
課
長
、
県
森
連

今
井
央
常
務
理
事
、
肱
川
町

久
保
田
仁
之
町
長
、
肱
川
町

議
会
渡
辺
弘
務
議
長
、
財
団

法
人
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

林
左
内
四
国
事
業
所
長
、
森

産
業
株
式
会
社
菊
地
好
治
四

国
営
業
所
長
他
、
町
内
各
団

体
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

河
野
代
表
理
事
組
合
長
の

挨
拶
の
後
、
肱
川
町
森
林
組

合
創
立

50
周
年
記
念
に
伴

い
、
組
合
の
林
産
事
業
、
椎

茸
事
業
、
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
会
勤
続
に
対
し
、
特
に
功

績
の
あ
っ
た

22
名
の
方
々
に

感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。

・

議
長
に
松
本
金
次
郎
氏
が

選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
、
第

1
号
議
案
か
ら
第
14
号
議
案

ま
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た。

第

51
回
肱
川
町
森
林
組
合
通
常
総
代
会
開
催

森
林
糾
合

長
信
殿

宣
孝
殿

一
男
殿
勇
殿

繁
夫
殿

牡
亮
殿

次
雄
殿

森
林
組
合
長
感
謝
状
贈
呈

林
産
事
業
功
績

協

生

宮

本

香

川

県

寺

尾

小

薮

堀

井

白

石

寺

中

白

石

森

下
鹿
野
川
山
内

広

常

沖

野

椎
茸
事
業
功
績

白

石

森

繁

夫

殿

中

居

谷

西

本

資

久

殿

中

居

谷

木

下

正

親

殿

上

森

山

椿

本

守

殿

大

和

藤

本

勝

高

殿

肱

栄

菅

野

初

男

殿

上

敷

水

冨

永

和

夫

殿

下
鹿
野
川
亀
田
元
市
殿

汗

生

土

居

哲

雄

殿

中
居
谷
西
本
繁
次
郎
殿

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
会
勤
続

中

野

曽

根

和

儀

殿

敷

水

冨

永

好

勝

殿

敷

水

森

本

正

義

殿

菟

野

尾

福

島

春

夫

殿

下
嵯
峨
谷
城
戸
節
男
殿

皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

森
林
教
室
開
催

テレビゲームよりおもしろい

去
る

3
月
1
日
、
喜
多
地
区
林
研
グ
ル
ー
。
フ
連
絡
協
議
会
主

催
（
協
力
三
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
林
業
課
）
に

よ
る
森
林
教
室
が
岳
山
（
山
鳥
坂
）
で
開
催
さ
れ
た
。
当
協

議
会
で
は
、
毎
年
小
学
生
を
対
象
に
林
業
技
術
伝
承
講
座
を

実
施
し
て
お
り
、
昨
年
は
、
大
洲
市
立
南
久
米
小
学
校
の
生

徒
を
対
象
に
製
炭
技
術
伝
承
講
座
（
炭
焼
き
体
験
学
習
）
を

行
い
、
今
年
は
正
山
小
学
校
の

4
.
5
.
6
年
生
を
対
象
に

き
の
こ
栽
培
技
術
伝
承
講
座
（
植
菌
体
験
学
習
）
が
行
わ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
肱
川
林
研
グ
ル
ー
プ
山
内
吉
晴
会
長
の

も

り

挨
拶
の
あ
と
、
林
業
課
久
保
衛
規
先
生
の
森
林
か
ら
の
贈
り

物
と
題
し
た
紙
芝
居
に
よ
り
、

森
林
の
役
割
・
大
切
さ
を
勉
強

し
、
き
の
こ
栽
培
・
植
菌
方
法

の
説
明
で
は
地
元
正
山
小
学
校

O

B
の
西
本
博
先
生
（
日
本
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
説
明
を

受
け
植
菌
作
業
に
移
っ
た
。

紙芝居による森林の勉強

13 I森林組合だより



「家族の絆
ふれあいを大切に」
ElllPTA連合会研修会

ヽ

2
月
6
日

水

午

後

1
時
よ

9

9
 

り
、
中
野
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
町
P
T
A
連
合
会
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
長
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん
の

ご
臨
席
を
賜
り
会
員
80
余
名
の

熱
心
な
研
修
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
中
野
幼
小
P
T
A
よ

り
「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
P
T
A
活
動
」
「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
み
る
親
子
の
考
察
」
と
題

し
た
実
践

・
研
究
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

・
親
子
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

や
田
植
え
、
稲
刈
り
等
の
諸
行

事
を
通
し
て
、
家
族
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
い
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。

．

し
か
し
、
来
年
度
か
ら
の
学

校
週

5
日
制
の
完
全
実
施
に
伴

い
、
授
業

時
数
の
確

保
の
た
め

こ
ま
、
こ

9
ーヽ
ー

9

9
・

れ
ら
の
諸

行
事
は
、

休
日
に
開
F

、↑
 

催
し
な
け

れ
ば
な
ら

な
く
な
る

と
の
発
表
-

i

囀

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
媛
大
学
教
育
学

部
教
授
、
山
本
万
喜
雄
先
生
の

「
子
育
て
は
よ
ろ
こ
び
」
と
題

し
た
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

子
育
て
の
悩
み
を
バ
ネ
に
し

て
育
ち
あ
い
の
場
を
つ
く
ろ

う
。
必
要
と
す
る
他
者
と
の
出

会
い
を
通
し
て
、
自
分
つ
く
り

を
し
て
い
こ
う
。
問
題
行
動
を

発
達
要
求
と
と
ら
え
、
子
ど
も

の
行
動
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る

子
ど
も
観
の
転
換
を
、
ま
た
、

親
が
思
っ
て
い
る
こ
と
は
言
葉

に
し
な
く
て
も
、
子
ど
も
に
は

伝
わ
る
も
の
だ
。

「親
心
は
下

心
」
等
事
例
を
も
と
に
、
子
育

て
論
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
肱
川
中
学
校
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。
会
員
の

み
な
さ
ん
、
共
に
学
び
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
事
務
局
肱
川
中
学
校
）

編集•発行

肱川町公民館

合 (0893)34 -2307 

笑点でおなじみの“きくぞうさん’'は

評判どおり（林家木久蔵）

笑いが止まらない歌謡漫才

（東京ボーイズ）

鮮やかな手さばきマジックショー

（北見マキ）

笑う門にはs"，観害は大よるこび
！＇くじ文化公潰東京名人含大盛混

2
月
24
日
間
、
「
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
の
収
益
金
の
助
成
を

受
け
て
、
宝
く
じ
文
化
公
演
東

京
名
人
会
が
風
の
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
2
時
開

演
。
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
、
町

内
は
も
と
よ
り
五
十
崎
町
や
大

洲
市
、
遠
く
は
高
知
県
か
ら
の

フ
ァ
ン
も
隼
ま
り
、
会
場
は
満

席

(
2
7
0
人
）
と
な
り
ま
し

た
。
爆
笑
が
続
い
た
落
語
や
歌

謡
漫
才
、
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き

の
江
戸
曲
ご
ま
や
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
な
ど
、
次
々
と
登
場
す
る

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
芸
人
さ

ん
た
ち
に
観
客
は
大
喜
び
。
普

段
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
本

物
の
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
は
、
落
語
家
林
家

木
久
蔵
師
匠
の
本
の
販
売
が
あ

り
、
気
軽
に
握
手
を
し
た
り
、

一
緒
に
写
真
に
写
っ
た
り
す
る

な
ど
、
木
久
蔵
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
は
大
満
足
の

1
日
と
な
り
ま

し
た
。

「
満
員
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

"
J

ム

本
物
の
芸
人
さ
ん
の
登
場
に
お
客
さ
ん
は
大
喜
び

2002.3 j 14 



図
囮
回
固
塁
困
国

一

お
し
と
り
吟
行
俳
句
会

＿

2
月

12
日
田
、
第

4
回
鹿
野
川

湖
お
し
ど
り
吟
行
俳
句
会
が
午
前

11
時
か
ら
鹿
野
川
湖
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

「お
し

ど
り
」
を
季
語
に
し
た
俳
句
会
で
、

喜
多
郡
内
や
大
洲
市
、
中
山
町
や

砥
部
町
な
ど
昨
年
よ
り
も
多
く

46

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、

1
年
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
、

．お
互
い
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
吟

行
の
他
に
、
い
よ
肱
川
か
ん
ぽ
の

宿
で
昼
食
会
な
ど
も
あ
り
、
参
加

者
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

入
選
者
は
標
記
の
と
お
り
。

◎
谷
本

里
人
先
生
選

隅

田

一

恵

は
ぐ
れ
鴨
み

お

ひ

き

ー
つ
の
水
尾
を
曳
き
に
け
り

高

嶋

勉

（

内

子

町

）

そ

ろ

お

L

む

れ

風
の
出
て
向
き
揃
ひ
た
る
鴛
喬
の
群

◎
松
森
向
陽
子
先
生
選

重

松

里

人

山
影
に
紛
れ
込
み
た
る

お

し

み

お

鴛
喬
の
水
尾

板

倉

勉

（

大

洲

市

）

水
尾
青
く
山
騎
青
く
を
し
の
湖

◎
重
松

◎
井
口
さ
だ
お
先
生
選
特
選
句

岡

恭

三

（

大

洲

市

）

お
し
ど
り
や
雲
も
流
る
る
こ
ど
忘
れ

．

板

倉

勉

（

大

洲

市

）

文
楽
の
里
は
こ
の
奥
を
し
の
湖

＇
ー
＇
，
 

特
選
句

（
大
洲
市
）

特
選
句

（
砥
部
町
）

＿
善
先
生
選
特
選
句

隅
田
一
恵
（
大
洲
市
）

一
斉
に
翔
ら
し
羽
音
や
鴨
の
空

川
田
ト
シ
コ
（
大
洲
市
）

お

L
ど

り

み

ず

は

L

鴛
喬
の
首
押
し
出
し
て
水
走
る

一

新

春

囲

碁

大

会

一

2
月

17
日
（
、
恒
例
の
新
春
囲

碁
大
会
が
肱
川
町
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
町
内

は
も
と
よ
り
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
、

野
村
町
な
ど

30
人
が

3
ク
ラ
ス
に
分

A
リ
ー
グ

優

勝

7
段

準
優
勝

6
段

B
リ
ー
グ

優

勝

3
段

準
優
勝

5
段

C
リ
ー
グ

優

勝

2
級

準
優
勝

3
級

大
薮
高
志
（
野
村
町
）

宮

田

徹

（

柳

）

松
井
勝
成
（
野
村
町
）

高
岡
清
（
野
村
町
）

佐
川
虔
三
（
大
洲
市
）

福
田
哲
秋
（
下
鹿
野
川
）

か
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
肱
川
町
で

教
鞭
を
と
っ
て
い
た
先
生
方
の
姿
も

あ
り
、
試
合
の
合
間
に
な
つ
か
し
い

話
に
花
が
咲
く
な
ど
、
囲
碁
を
と
お

し
て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
各
ク
ラ
ス
リ

ー
グ
戦
の
結
果
は
標
記
の
と
お
り
。

人
賞
者
に
は
、
大
き
な
楯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

る夕 時が 少で少つう裔学 23ム 絵か年やト
゜イ家間休こ年も数とで校生又％ ー 結がら
ム族がみのの‘だすあ生が ‘は果寄噸ザニ査

l―ミ調 〖鬱ファインダー I
浴吉

をや多と 4生スつるるが 7中咆‘‘せ枚ひコを
見地くな月活卜た‘゜実％、枚、か ら 3かミ実とを青 をム時い
っ域なりかがレとと家に 生掌豆れ年け紙施い絵少そひ ← 代た以
け‘る‘ら立スいの族 11中［まか た生たでしうに年れかは ---,と皿

て
友゜家全証にう絵や％学つ 22
達 庭国ささ゜を友に生と％

墨二゜まと‘たユしにはれ：青きし

門靡 やのれらこ描達もが夕と 16時 、ろ都の l ----, 
でこ 42も 二 て 、た“少、あ

地学てさのいと達 8 イな％が
送ほあ゜の年，＇る

6‘ 道でクっつる 夕のス機
いに 域校いれ珍た一し％ムっ‘ほ 4小府‘な
も‘ ででるて し 青緒て‘ ← て中つ 9学県タア

てと研 イほ卜関

のほ 過土゜いい少のいそはい学と 人 4のウン
もす究 卜っレ紙

でつ ご曜 る調年時たし‘る生夕 か年青ンケ
らる所 ルとスを

う時が
に夕過見

あと す日 青査はほそて小゜がイ ら生少紙 l 、← 、 目イ剰て
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涼
風
や
一
枚
岩
の
石
の
橋

銀
本
子

肱
川
町
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

「
小
薮
コ
ウ
ト
コ
橋
」

が
認
定
さ
れ
る

お知らせ

教育情報衛星通信受信システム

「エルネット」導入

〈
所
有
〉

小

薮

囲

落

〈
指
定
さ
れ
た
日
〉

平
成
14年
1
月
7
日

こ
の
ほ
ど
肱
川
町
公
民
館
の
談
話
室

に
、
教
育
情
報
衛
星
通
信
受
信
シ
ス
テ

ム

（エ
ル
ネ
ッ
ト
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
・
過
信
衛
星
を
使

っ
て
、
子
ど
も
放
送
局

（第

2
、
第

4

土
曜
日
放
送
）
や
大
学
公
開
講
座
、
各

種
生
涯
学
習
講
座
等
が
視
聴
出
来
る
ほ

か
、
将
来
的
に
は
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
等
を
使
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
番
組
に
参
加
で
き
る
予
定
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
名
称
〉

小
薮
コ
ウ
ト
コ
橋

（幅
2
m

高
さ
3

長
さ
5
.
5
m
)

〈
特
徴
〉

石
を
か
み
合
わ
せ
重
力
を
利

用
し
た

（せ
リ
も
ち
式
）
石
灰

岩
の
ア
—
チ
橋
。

県
内
で
は
保

内
町
と
瀬
戸
町
に
現
存
し
て
い

る
だ
け
で
、
全
国
的
に
も
め
ず

ら
し
い
橋
で
あ
る
。

〈
所
在
地
〉

肱
川
町
大
字
宇
和
川

1
4
3
1番
地
先

3
m
 

「手話教室」参加者募集

手話を習ってみませんか。初心者大歓迎！！

手話を通してお互いの交流と聴覚障害者に対す

る理解を深めましょう。どなたでも参加するこ

とができます。お気軽にお申込みください。

催援数費程
人。
集ヵ
主後募参日

> 日 時 場 所 内 容

1 
6/15（土）

肱川町公民館
開講式

9時～11時 手話で話そう (I)

2 6/22（土） ク 手話で言舌そう (]I)
9時～11時

3 6/29（土） ク
日常会話の

9時～11時 やリとリ (I)

ワ／13（土）
日常会話のやリとリ (〗)

4 松山方面 「交流会」
8時～17時 閉講式

講師

しめきり

申込み先

肱川町さわやかボランティア実行委員会

肱川町公民館

20名
500円 （資料代）

手話通訳者山本仁美（大洲札市在住）

平成14年4月30日 （火）
肱川町公民館 ff34-230ワ

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
、
様
々
な
法

律
や
取
リ
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の
学
校

で
も
、
日
々
の
授
業
、
職
昌
や
P
丁
A
の
研
修
等

を
適
し
て
人
権
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
て
お
リ

ま
す
。
先
日
、
敦
育
セ
ン
タ
ー
発
表
会
の
人
権
・
同
和

教
育
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
会
の
中
で

い
く
つ
か
心
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
リ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
人
権
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
、
学
習

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
達
を
取
リ
ま
く
状
況
は
日
々
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
の
中
に
い
る
と
、
変
化

に
気
が
つ
か
ず
、
何
で
も
当
た
リ
前
と
し
か
感
じ

ら
れ
な
い
危
険
性
が
あ
リ
ま
す
。
地
域
で
行
わ
れ

る
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
動
き
を
知
る
こ
と
が

予
子
林
小
学
校
教
頭
蔀
g

野
孝
士
心

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

大
切
で
す
。

次
に
、
「
今
、
私
は
、
何
が
、
で
き
る
か
」
と

い
う
態
度
を
も
ち
、
実
際
に
動
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
が
合
、
特
別

不
自
由
を
感
じ
ず
生
活
し
て
い
る
の
は
、
だ
れ
か

の
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
る
と
考
え
た
い
も
の

で
す
。
お
互
い
の
助
け
合
い
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

他
の
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
聞
き
し
た
と
き
、

今
度
は
自
分
が
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い

う
立
場
で
動
い
て
み
た
い
も
の
で
す
。
良
い
仲
間

づ
く
リ
も
大
切
に
な
リ
ま
す
。

最
後
に
、
人
は
み
な
違
っ
て
当
た
リ
前
、
人
と

違
っ
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
自
分
に

自
信
を
持
ち
、
人
と
の
違
い
を
受
け
い
れ
る
こ
と

で
す
。
年
令
、
性
別
、
生
活
環
境
等
、

一
人
一
人

違
い
は
あ
リ
ま
す
が
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

本
校
で
も
、
こ
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
、
今
後

の
敬
育
活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
リ

ま
す
。
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去
る

3
月
3
日
ひ
な
ま
つ

リ
に
、
喜
多
郡
青
年
文
化
発

表
会
が
開
催
さ
れ
肱
川
町
青

年
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
肱
川
町
青
年
団
は
、

笛

（リ
コ
ー
ダ
ー
）
の
演
奏

を
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
練

習
期
間
が
10
日
し
か
な
く
み

ん
な
焦
っ
て
ま
し
た
が
、
本

番
ま
で
に
は
吹
け
る
よ
う
に

な
リ
ま
し
た
。

成
績
の
方
は
毎
日
の
練
習

の
成
果
も
実
ら
ず
、
残
念
で

し
た
。
青
年
団
の
皆
さ
ん
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

青年団だより

風をおこして～

今
年
の
文
化
祭
は
笛
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
高
校
以
来
の

笛
の
登
場
に
け
っ
こ
う
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
学
生
の
時
の

前
活
を
思
い
出
し
て
な
っ
か

し
く
思
い
ま
し
た
。

結
果
は
と
も
か
く、

ま
た

―
つ
青
年
団
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

一
緒
に
練
習
に

参
加
し
て
く
れ
た
方
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

美
登
里

今
年
も
、
3
月
3
日
に
、

喜
多
郡
連
合
青
年
団
の
文
化

祭
が
、
盛
大
〇
．
に
開
催
さ
れ

た
。
肱
川
町
青
年
団
は
、
昔

懐
か
し
い
「
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ

ー
ダ
—
」
で

、

合
奏
を
し
た

の
だ
が
、
結
果
は
お
そ
ら
く

4
位
：
・

ま
あ
、
練
習
も
楽
し
か
っ

た
し
の
よ
か
っ
た
か
な
ー

b

y事
務
局
長

◎RR00RR 
〈五十崎〉ダンス

〈長浜〉楽器演奏

〈内子〉合唱

〈河

〈肱

辺〉合唱

川〉笛演奏

喜
多
郡
青
年
団
文
化
発
表
会

（
 

今
年
の
喜
多
郡
青
年
文
化

祭
で
は
、
肱
川
町
は
笛
の
合

奏
を
し
ま
し
た
。
毎
巳
練
習

し
た
だ
け
あ
っ
て
、
本
番
で

は
な
か
な
か
の
出
来
だ
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。沖
田

友
樹
さ
ん
、
和
江
さ
ん
ご

結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
二
人
で
甲
る
＜

楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
く
だ

さ
い
。
お
幸
せ
に
。
青
年
団
一
同

時
が
た
つ
の
は
早
い
も

の
で
今
年
も
あ
っ
と
い
う

筒
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

こ
。
t
 
こ
の
一
年
、
青
年
団
活

動
を
通
じ
て
様
々
な
経
験

を
し
、
学
ん
だ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。ま
た
来
年
度
も
青
年
団

を
盛
リ
上
げ
て
い
け
る
よ

う
が
ん
ば
リ
ま
す
の
で
、

A
S
U
K
A
と
も
ど
も
よ

ろ
し
く
お
顆
い
し
ま
す
。

一
年
間

A
S
U
K
A
の
ご

愛
読
、
あ
リ
が
と
う
ご
ざ

し
ま
し
た
。

金野友

（旧姓冒永）和

樹

江
さん

結

婚

お

め

で

と

う

●
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年
6
回

(10
月
か
ら

3
月

ま
で
各
月
1
回
）
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
、

2
月
1
5
日

に
は
「
お
は
ぎ
」
を
作
り
、

そ
よ
か
ぜ
グ
ル
ー
プ
か
ら
は

「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」
を

い
た
だ
き
、
弁
当
と
一
緒
に

配
付
い
た
し
ま
し
た
。

「
お
は
ぎ
」
は
、

7
人
の

民
生
委
員
女
性
部
を
中
心
に

今
年
も
早
朝
よ
り
心
を
込
め

て
作
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

「手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」
は

そ
よ
か
ぜ
グ
ル
ー
プ
の

4
人

の
皆
さ
ん
が
、
寝
た
き
り
者

や
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
と

一
昨
年
よ
り
い
た
だ
い
て
お

-------9 ‘ 

ヽ ヽ

＇ 
ヽ

給
食
サ
ー
ビ
ス
に
「
お
は
ぎ
」
と

「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」
の
サ
ー
ビ
ス

3
月
初
旬
、
中
野
幼
稚
園

児
と
小
薮
・
中
央
老
人
ク
ラ

ブ
合
わ
せ
て

35
人
が
、
公
民

館
裏
の
河
辺
川
で
伝
統
の

「
ひ
な
流
し
」
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。

り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

fと
鱈

璽

9
[[-
脚

6

ヽ
ヽ

， 
` ------' ひなじ

わいい願い込めて

中 あせら 社

野 がり てい福祉係雷関寄付←を 協議会当 ム云-

含ー゚ た 福
畠
だ祉
竺さき 頂に ＿s 協
まき‘←

fi 
いすにま次 議
ま 活゚用さ しの ー方ム云
誠た方

様 〖に ゜ヵ，志ヘ

•••
••• 

｀
 

お
魚
料
理
教
室
が
、
大
洲

市
の
西
村
・
菊
池
両
講
師
を

迎
え
、

2
月
1
5
日
に
大
谷
公

民
館
で
、
2
2
日
に
は
創
作
館

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た。
両
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、

一
生
懸
命
に
料
理
に
取
り
組

み
、
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
で

新
鮮
な
鯛
や
イ
カ
の
刺
身
、

南
予
地
方
の
郷
土
料
理
「
福

め
ん
」
を
作
り
、
出
来
あ
が

町
老
連
手
芸
部

2
月
14
日
、
八
幡
浜
市
民

図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
、
高

齢
者
趣
味
の
作
品
展
示
会

（
八
局
管
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
等
が
1
2
部
門
に
出
品
）

手
芸
部
門
に
お
い
て
、
町
老

連
手
芸
部
の
作
品
「
鹿
野
川

湖
」
が
見
事
金
賞
（
県
知
事

表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
作
品
を
肱
流
苑
に
展
示

し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

「
金
賞
」

っ
た
料
理
は
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
全
員
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
魚
料
理
教
室
開
催

大
谷
・
小
薮
老
人
ク
ラ
ブ

2002.3 I 1s 



必•OO＠初レン
保健衛生 保健センター合34-2340 4月の当直医

種應 日（曜） ,1了- 事 場 ．所 時 間

2伏） 元気印孝ダ室 保健センター 13:30------16:00 
3 （水） 保健センター 13:00~ 14:00 
4 （木）子宮が ん検診 J A宇和川 13:00"'--'14:00 

成 5金） 大谷公民館 13:00~ 14:00 
11（木）子宮がん検診 ・乳がん検診 保健センター 13:00------14:00 
人 22 (j:j) リハビリ教室 保健センター 13:30,...__, 16:00 

J A宇和川 9:30------9:50 
保 岩谷ダム相談所 10:20~10:40 

健
26 (i) 肺がん検診 J A予子林 11: 10------11 :30 

大谷公民館 13:30~ 13:50 
保健センター 14:30------15:00 

30侠）
紡核レントゲン検診•成人病検診

岩谷公民館 8:30~10:30 
胃がん検診・大腸がん検診

< 10（水） ッベ ルクリン反応 保健センター 13:30~ 14:00 
12⑥ B C G 保健センター 13:30------14:00 

保健センター 9:30~13:00 
そ 9侠） 献 血 道 の 駅 14: 10------15: 10 

かわかみ荘 15:50---16:30 
の 1ワ（水） ツベ）レクリン反応•ジフテ リア 中野小学校正山小学校 13:30,,..___, 14:30 

他
19 ~ B C G 中野Jj＼諒正山小学校 13:30---__, 14:30 
23図 ッベルクリン反応 肱川中学校 13:30------14:00 
25（木） 8 C G 肱川中学校 13:30------14:00 

日（曜） 病院名 電話番号

7 （日）中村皮膚科クリニック 25-1112 

みやうち医院 25-2333 
14 (El) 
辻内科医院 52-0174 

21（日）菊 原 医 院 26-0103 

般 28（日）本条脳神経外科 24-2841 

29侶）山 本 医 院 25-6100 

月・ 失 市立大 洲病院 24-2151 

救 水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木 大洲記念病院 25-2022 

金～日 大洲 中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

（
 

燃やせないごみ

【収集日】 4月15日（月）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】

大和中野下鹿野川

上鹿野川八重栗上森山

京造見の越月野尾

正山地区岩谷地区

予子林地区

古紙収集日

4月20日（土）

＊朝7時までに

指定の場所へ

犬の引取日

4月2日（失）． 16日（失） •30 日 （失）

＊朝 9時までに役場へ連れ

てきてください。

行事予定表

8 （月）各小学校入学式 ・始業式
大）州高校肱川分校入学式

9 （火）肱）1|中学校入学式
1ワ（水）ゲートボール大会
19（金）定例部落長会
20（土）肱川えびね会展示即売会

(~21日）
21 （日）肱川呵俳句大会

お茶会・バザー

2ワ（土）肱川えびね会展示即売会
(~29日）

29（月）町政発足記念式
30（失）町税等出張受入れ

行政相談

【日時】

4月5日（金）
午後 1時30分～4特30分
【場所】公民館青年室

【相談員】福田 保

• • • • • 

心配ごと相談

4月5日（金）
【相談員】玉井清

4月22巳（月）
【相談員】谷本基子・寺岡春江

【時間］午後1時30分～4特30分
【場所】公民館青年室

社会保険一日出張相談所

大洲商工会議所

4月4日（木）・ 23日（火）
内子町商工会

4月5日（金）・ 24日（水）

慶弔

■おすこやかに■
りょうた

2/9 森岡 亮太ちゃん（ 柳

■おしあわせに■
（谷川和久さん（宇和町）

武田佳恵さん（上鹿野川）

■やすらかに■
増木~英敏さん (76歳 ・ 小畑井）

沖野嘉定さん (83歳・共 栄）

成木和慎さん (58歳・上鹿野川）

19 I広報ひじかわ 228号
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交通安全のマスコットを寄贈
慧 ・ご

— —、←

郵便ポスト？それとも巣箱？

河辺村川上の松尾カメヨさ
ん(8ワオ）が娘さんの嫁ぎ先

である中野躯落の子どもたち
が通っている中野小学校へ、

手づくリのかわいいマスコッ
トを寄賭されました。幼稚園、
小学校の子どもたちと職員の分100個余
リが2月25日、子どもたちに手渡され、
交通事故が起きないようにとの願いを込
めて、通園、通学を見守っています。

I 大谷地区の間伐後の廃材を
利用して中野孝廣さん（小畑
井）が製作した森林組合の郵

便ポストが注目を集めていま ノ
す。屋根の菌分はヒノキの集 Iへ
成材、下の部分は80年もの
のスギですが、山から降ろして彫リ終え
るのに丸 1日かかったそうです。春には:I小鳥たちに占領されるのではないかと心

..................................................... }.．ご．口／．：口ご．~l.~□．．＝三
農村女性地域おこし
シンポジウム

2月25日、肱川町公民館で農村女性地域おこしシン
ポジウムが開催されました。会では、松山大学の中山 i,t:

勝己教授による講演のあと、活動事例紹介として＝好
見

尚子さん（白石）、吉田三代子さん（中居谷）、森五美
さん（汗生）、 菅野ナカヱさん （肱栄）が発表されま
した。

三好 尚子さん 吉田三代子さん 森 鈴美さん

ま
ち
の
琶
詞
l

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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＊新しいホムベーミ”"1レ
http:/ /www.town.hijikawa.ehime.jp 

*Iモード上1応
http : / /www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 

*Eメールアドレス
hijikawa@town.hijikawa.ehime.jp 
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